
院内の温度設定に関する誤解 わたなべ整形外科院長ブログ 

日本中が 1 年で最も冷え込むこの時期、患者さんから投げかけられるお決まりの言葉が

あります。「外がとっても寒いので厚着をして来たら、院内が暑くて汗をかいちゃったよ。

病院の職員さんは皆んな半袖で仕事が出来て幸せだね。」そんな時、外来診療の混み具合

にもよりますが、院内の温度設定に関する持論を展開することがあります。 

皆さんは、そもそも医療機関の院内温度とはどういう基準で設定されていると思います

か？それは職員が半袖で快適に、そして活発に活動出来るように設定されている訳ではあ

りません。来院された患者さんが診察を受ける際、状況によってはかなり薄着になってい

ただく場合があります。我々が設定している室温はまさにこの時の患者さんに合わせてい

るのです。病院に行って診察を受け、風邪を引いて帰って来たなんて、様になりませんよ

ね。そんな訳で当院の室温は冬の寒い時期、一般家庭での設定温度より多少高めに調節さ

れております。私が学生時代を過ごした札幌では、厳しい冬の時期「暖かさは何よりのご

ちそうです。」と言って、自宅を訪問された方をもてなすと聞いております。冷え込みの

厳しい冬場、厚着して来院された際は是非、ごちそうを振る舞われた位に考えて、簡単に

一枚二枚脱いで体温調整が出来るような服装で来院されることをお願いしたいと思います。

こんな中、昔はデパートなどに行った時、冬はちょっと暑いし、夏は冷房が効き過ぎて寒

い位ということがよくありました。しかし個人的にはこの状況はウェルカムで、高温多湿

でとても不快な日、デパートに足を踏み入れ、涼しくて快適な思いをした記憶がありまし

た。しかし最近の傾向として大半のショップでは夏場の温度設定がかなり高めで、入店し

た際ちょっとがっかりさせられることが多い様な気がします。そこには様々な理由がある

のでしょうが私が直感的に感じるのは、お店で長い時間過ごさねばならないスタッフの健

康管理を最優先にし、ついでに電気代も節約し、エコに貢献しているポーズも取れるとう

いう、まさに一石三鳥の戦略であり、そこには酷暑の中、汗をかきながらわざわざ来てい

ただいたお客様に対する配慮が欠落しているような気がしてなりません。私はサービス業

を展開しお客様が同席される状況での温度設定と、オフィスや工場でスタッフだけが長時

間過ごす環境での温度設定は当然異なるものにすべきであり、常にその場の主役は誰なの

かを考えて室温を決めるべきであると考えております。以上、偉そうなことを書き連ねて

参りましたが、真夏の炎天下、あるいは真冬の凍るような厳しい環境下で働いている方達

が大勢いらっしゃることを我々は常に肝に銘じ、1 年を通じてエアコンの効いた快適な環

境で仕事が出来ることに感謝せねばならないと考えております。         2017.2.6 


